


子どもと女性のイスラームの会

指導する特にムスリムではない公的機

関の日本人側に、あれはダメ、これは

こうしてくださいという、きちんとし

た指導ができずあやふやになっている

と感じます。経済活性化の為にムスリ

ムには来てほしいがハラールのことは

よくわからないけどフレンドリーにし

ましょう、というのは容認できないと

感じます。当事者の私達の意見を取り

入れてもらえてそれに基づいてやって

いけたら」と。「日本人は難しく考えす

ぎてしまっています。もっと楽な気持

ちで受け入れてもらえたら嬉しいです

ね。コミュニケーションが大事だと思

います。多文化なインド、ヨーロッパ

は相手のところに侵入しない、でも相

手の権利を損なわないとしているから

ムスリムフレンドリーの概念が生まれ

ていないのかもしれません。いい加減

に取り扱ってはいけないけど、自分と

は相容れないという線を引いているの

だと感じます。日本は仲良くしたいか

ら（相手の意見を聞く前に）自分から

何でも提供しようとしてしまっている

と思います。仲良くするなら相手を尊

重する、仲良くするなら相手を愛する

のが大事です」。

　2010 年 10 月、日本で国際テロ捜査情報が流出。日本に在住する敬虔なイスラーム教徒が事実無根の疑いをかけられた。その中では、子ど

もたちが「ホーム・グローン・テロリスト（家庭内で培養されているテロリストたち）」とされていた。子どもと女性のイスラームの会は「イスラー

ムにつながる人々とその地域で共に暮らす人々が顔のみえる関係をつくり、ゆっくり、じっくりイスラームをわかってもらえるようにという

思いから 2010 年 8 月に発足された団体である」と代表の戸谷さん（写真右）。地域に根差した主な活動としては日本語教室、絵本読み聞かせ、

ハラールで作る名古屋飯の料理教室、地域の活動グループ等と協力して、子どものための子どもが演奏する JAZZ コンサートの運営支援や、個

人として ASEAN からのムスリムのホームステイ受入等。また法人向けにハラール相談事業も行っている。今回は代表のマリアム戸谷玲子さん、

事務局長のニムラ赤尾奈美さん（写真左）にお話しを伺った。お二人は国際結婚を機にイスラームへ改宗された女性たちである。

　国内ではまだまだイスラーム、ムスリ

ム、ムスリマ（※注釈参照）について知

識を得たり、彼ら彼女らと接する機会が

少ないため、メディア等からの情報で影

響が生じることがあるという。「2013 年

1 月のアルジェリア人質拘束事件のあっ

た頃、いろいろなものが差し止めになり

ました。イスラームと名前が付くだけで

助成金も取れませんでした。しかし、今

度は観光業でイスラームの人や国が注目

され、観光に来る人数が多いのはムスリ

ムだという認識が広がった瞬間にウェル

カム！と対応が変わってしまいました。」

メディアの報道に振り回されることが多

くあり、未だにハラールとして扱われた

中に間違っている情報があり訂正を繰り

返し続けているそうだ。

　「ムスリムフレンドリー」という、世界

約 17 億人いるイスラーム教徒の人たち

に日本を知ってもらうための受入企画が

あるが、当事者として課題を感じている

ことがあるという。「既存のシステムを変

えるには時間がかかります。ハラールを

　国際結婚を機にイスラームを選
・ ・ ・

んで改

宗されたお二人。日本で必
・ ・ ・ ・

然的にイスラー

ムの家庭で育つ子どもたちについて語っ

て下さった。「多くの子どもはここ（日本）

で育ってイスラームを信仰しますが、日

本人です。イスラームが周りからあまり

良いイメージを持たれていない中で、同

時に日本人としてのアイデンティティを

保持することが難しいです。世界を見渡

すとどの国にも移民が来ていて、今日は

給食がハラールだったとか、街に出れば

お友達とハラールのハンバーガーを食べ

ようだとかいう選択ができるところもあ

ります。しかし、日本ではまだできません。

子どもたちがどこにお友達と遊びに行っ

写真：中村人権講座「ハラールを食べよう！」
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子どもと女性のイスラームの会

てもハラールの環境があるようになるこ

とが目標です。それしか食べられないこ

とを、かわいそう、残念ねと思われない

ようにしたいです。食べものは人間にとっ

て大事なものです。お友達と同じものが

食べられる安心感、例えばショッピング

モールのフードコードにハラールが 1 つ

ある希み。同じものが食べられなくても

同じ場所で食べられる、にこやかに過ご

せる輪に入れたら良いと思います。言葉、

食べ物、生活習慣を尊重し合ってお互い

を認め合ってほしいです。」

　多様な活動を多くの方と展開されてい

る、子どもと女性のイスラームの会さん。

多種多様な取り組みをされる中でポイン

トとなっているのが “ 当事者 ” である。

親子で楽しむ外国語での絵本の読み聞か

せ会、子どものための子どもが演奏する

ジャズコンサート、ASEAN からのホーム

ステイ受入れでも、その点をとても大事

にされている。読み聞かせを外国人自身

がされている理由については「実際に人

に会って頂くことを大切にしたいと思っ

ています。実際の私たち、当事者とふれ

あわずにいろいろな物事が進んで結論が

出てしまっている気がしています。本物

にふれあっていただこうということが私

たちの主旨です」。

　ホームステイについては「ASEAN から

たくさんホームスイの希望がある中、な

かなかムスリムを受け入れられる家庭が

ありません。日本人にはイスラームで大

事にしていることがまだまだ理解されて

いないのです。ムスリムの人にしてみれ

ば日本に来てみたい、来たからには日本

食が食べたい、でも戒律は守りたいので

す。あるアルジェリアの留学生は餃子、

ラーメン、肉まんを食べたことがなくて、

あれはなんだろう？すごく宣伝もしてい

るから食べてみたい！と思っていました

が、ハラームだからと諦めていました。

そこでハラールでそれらを作ったらとて

も喜んでくれました。まだまだ上手く伝

えきれていませんが、ホームステイを受

け入れている家族に日本食も工夫次第で

ハラールで作れることをもっと伝えてい

きたいと思っています。日本に来て、

日本の魅力を全然知らずに帰って行く

人がまだまだたくさんいます」と戸谷

さん。日本の食事を食べてみたいとい

う相手の気持ちを大事にすることが、

当たり前になっていかないといけない

と思う。

　「どこに行ってもハラールとハラーム

があります。手で何かを叩けばハラー

ム。でも手で美味しいものをつくった

り、子どもを抱くなど、可愛がったり

するのはハラール。私は子どもたち

にハラールを選べるように育てたいと

思っています。どこの場所に行っても

自分で選べる人に。お酒の出る場所や

ファミレスなども行くこともあります。

そこでお酒を飲んでにこにこしてその

後もどこかへみんなと遊びに行くとな

るとハラーム、しかしきちんと食事を

してジュースを飲んで時間になって帰

るとなればハラール。これを私たちは

子どもたちに教えていかなければいけ

ません。ファミレスでもお酒は出るし、

お寿司屋さんでもハムは回ってきます。

ここで選べる、きちんと宗教にのっとっ

た選択をするということをムスリムと

して子どもたちに伝えなければいけま

せん。そのために、積極的に外に出る

ようにしています。」

　ムスリムの子どもだけではなくて、

自分で自分の大切なものを選べるよう

になることは、これからのすべての子

どもたちにとって大切である。「ピー

ナッツアレルギーの子がピーナッツし

かないから周りと合わせて一緒になっ

て食べるのではなく、『いらない』と

選択できることが大事。子どもに自分

の置かれた状況を説明し、教育しないと

いけないと思います。その子が自分で食

べないという選択をして自分の身を守ら

ないと病院へ行くことになってしまいま

す。いらないものは子どもに選ばせて、

他の人に言われたとしても自分で断れる

ように、子どもに伝えています。人と違っ

ても自分にいらないものは拒否できるよ

うになってほしいです。拒否することが

悪いことではなく、自分の身を自分で守

ることであり、大切な意見であると周り

の方にもご理解いただければ嬉しいと思

います。日本でもお酒に呑まれてしまっ

たというようなニュースを時々耳にしま

す。自分は飲まない、あなたとは帰らな

いとなるといいですね。それはしないの、

それでハッピーなのときちんと言える人

になるように、子どもたちに伝えていく

ことを念頭にいつもおいています。」

（文責：田口智恵）

スラーム：第一聖典クルアーンと第二聖典ハ

ディースによって規定する体系を指すムスリム

の信仰生活

ムスリム：イスラーム教徒の男性（アラビア語

社会以外では基本的に区別しない）

ムスリマ：イスラーム教徒の女性

アルジェリア人質拘束事件：2013年 1月 16日、

アルジェリアの天然ガス精製プラントにおいて

引き起こされた人質拘束事件

ハラール：イスラーム法で許された項目（にイ

スラーム法で食べられるものを表す）

ハラーム：イスラーム法で許されない項目

「ムスリムフレンドリー」

http://muslim-friendly-japan.com/
seminar.html

代表：マリアム戸谷玲子

住所：450-0013 愛知県名古屋市中村区

佐古前町１３－５

TEL：052-485-9517  FAX：052-485-9518

HP：http://childrenislam.org/

E-mail：info@childrenislam.org

写真：マレーシアのご家族による絵本の読み聞かせ

NPO　非営利活動任意団体

  子どもと女性のイスラームの会

Children and Women Islamic Association

当事者を大事にする

選択できるひとへ

用語解説

参考

３たぶんか便り



国際結婚だからといって
他の結婚と変わりはない。
文化の違いを楽しんでいる。

Interview ２

市野 アンドレア さん

外国にルーツをもつ人々

ニュージーランド出身のアンドレアさんは、名古屋駅から徒歩 5分の
「ESOT　旅人の英会話」という英会話スクールで英語講師をしている。
学校創立者でもある日本人のご主人とは結婚して 5年。幼稚園に通う娘
さんともうすぐ 2歳になる息子さんがおり、現在 3人目のお子さんを
妊娠中だ。そんなアンドレアさんに、国際結婚について、また、日本で
妻として、母として生活することについてお話を伺った。

　アンドレアさんが初めて日本に来たの

は 18 歳の時。ニュージーランドの高校

で日本語を学んでおり、卒業後に日本語

を学ぶための奨学金を受けて東京に 10

か月間滞在した。ニュージーランドの小

さな町とは違って空気が汚れていたため

コンタクトレンズを付けていられず眼鏡

に変え、ジョギング中は息が苦しかった

そうだ。超高層ビル群に驚き、「東京はた

だただ大きかった」という。

　ご主人との出会いはピースボート＊

だった。アンドレアさんは浜松市内の中

学校でＡＬＴとして２年間勤めた後、ピー

スボートの運営する地球一周の船旅に乗

船した。アンドレアさんはボランティア

の英語講師として、ご主人は一般の乗客

としてピースボートに乗っていた。イン

ド洋の島国セイシェルを訪れた時に、一

緒にスキューバダイビングに行く仲間を

探していたご主人に誘われたことが出

会ったきっかけだったという。ご主人の

第一印象は「キュートでフレンドリー」

とのこと。その時はまだほとんどお互い

を知らなかったが、船内のデートショー

という企画に疑似カップルとして出場し

てから会話する機会が増えた。友達同士

としてアテネやキューバなどで一緒に過

ごすうちに仲が深まった。そして船旅の

後半、ペルーのマチュピチュへ二人だけ

で行くことになったことで、晴れて恋人

同士になって日本に戻ってきた。

それからアンドレアさんは以前から予定

していた空手の黒帯の昇段審査のために

半年間浜松に滞在し、ご主人はその間、

オーストラリアのワーキングホリデーに

行った。そしてご主人の帰国後、一日お

いてすれ違うように、今度はアンドレア

さんがワーキングホリデーでカナダへ。

しばらくしてからご主人もカナダに到着

して、やっと 2人で過ごせるようになり、

それから約１年間、今度は２人だけでバッ

クパックを背負って世界一周をして一緒

に日本に帰国した。

　プロポーズは富士山の頂上で。アンド

レアさんのお父さんが日本へ遊びに来て、

アンドレアさん、ご主人と 3人一緒に富

士山に登った際、頂上でご主人がチャン

スを伺い、「アンドレア、ちょっと来て」

と呼び出し、プロポーズ。登山中、事前

にご主人がお父さんにこっそりプロポー

ズの許可ももらっていたので、「ノープロ

ブレム」だった。

　ご主人はとてもアクティブで、ピース

ボートの時には、ご主人が自主的に企画

するイベントが毎日のように行われてい

たそうだ。日本に帰国してからもそれは

変わらず、そのアクティブさがご主人

の魅力だと話してくれた。

　現在は家族仲睦まじく生活している

アンドレアさんだが、最初は反対もあっ

たという。アンドレアさんのご両親か

らは、ご主人に関しても日本に関して

も特に反対はなかったそうだが、一方、

ご主人のご家族は元々海外へ長期滞在

していたご主人に「外国人のお嫁さん

は連れて帰ってくるなよ」と言ってい

たそうだ。しかし実際にアンドレアさ

んと会ってみて「この人ならやってい

けそう」と思ってくれたようだ、とア

ンドレアさんは話す。ご主人のご両親

も、現在は可愛い孫たちに喜んでおり、

隣同士に住んでいるお義母さんがよく

写真：ボリビアのウユニ塩湖にて

日本の第一印象

外国人妻である苦労

なれそめ
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これから

お子さんの面倒を見てくれている。

　娘さんの通う幼稚園で出会うお母さん

たちは、アンドレアさんに興味を示しつ

つもあまり声はかけてこないという。そ

の理由は英語ができないからだろうとア

ンドレアさんは考えている。以前お母さ

ん達が集まってのランチ会で、他のお母

さんから、「ずっと話してみたかった。言

葉が通じないんじゃないかと思っていた

けど、日本語が話せると知って安心した」

と話しかけられることがあった。しかし

多くの場合では無視されているように感

じてしまう。「ニュージーランドでなら普

通に他のお母さん達と上手く関係を作っ

ていけるのに、それができないのは悲し

い」とアンドレアさん。「でもしょうがな

い。もっと日本語を上達させる以外に私

にできることはない」と話す。

　アンドレアさんにとって日本での生活

は快適だという。その理由は、日本語があ

る程度はできるからだと話す。「日本語は

必要。日本語なしだと日本での生活は難し

い。日本語なしで生活していく外国人も

いるが、長い間生活していくなら日本語

ができた方が日本での生活は楽になるし、

楽しくなる。日本で母国語の通じる友人が

多くて日本語を必要としない外国人生活

者もいるが、日本語ができないとスーパー

で買い物一つするのにも苦労する。小麦

粉と砂糖の区別もつかない」と日本語の

必要性を話してくれた。

　それでも漢字や複雑な会話は苦手なた

め、幼稚園からのお便りはご主人に訳し

てもらったり、先生へ連絡があるときはご

主人に書いてもらったりと、助けを借り

ないといけないこともあり、それにはス

トレスを感じている。幸運なことに、地

元の産婦人科の院長先生は英語ができた

のでやり取りには困らなかったし、出産

時はご主人が付き添い、常時通訳をして

くれたので言語によるストレスもなく、戸

惑わずに済んだということだ。現在お子さ

んの将来のことも考え、家庭内ではできる

だけ英語を使用しているが、ご主人が日

本語で話しかけ、それに英語で答えるよ

うにごちゃ混ぜになることもあるという。

　日本人の英語学習についてアドバイス

を聞いてみると、「読み書きは文法ができ

るから上手。問題なのはミスを恐れて話

さないこと。完璧な文で話さなければい

けないと思っている人が多い。でもミス

を恐れなくていい。コミュニケーション

することが一番重要。正しい英語は練習

した後にできるようになるもの。だから

とにかく話して！」とのことだ。

　アンドレアさんはずっと日本で暮らす

予定だ。日本に来る時は不安もあったが

今は幸せだという。しかし将来はどうか

わからないと続ける。ニュージーランド

のご両親に何かあった時のことを想うと、

近くにいられるだろうかと心配になる。お

兄さんが 2人いるが、どちらも国際結婚

しており今はニュージーランドで暮らし

ている。国際結婚はどうですか？という

質問に、「国際結婚と言っても、他の結婚

と変わらない。でも楽しい。日頃から私

は日本の文化について学び、主人はニュー

ジーランドの文化について学ぶ。文化の違

いというのは面白い」そうだ。娘さんの

ための週に一度のお弁当作りも楽しんで

やっているという。ニュージーランドと日

本の子育てではやはり違いも多いそうだ。

アンドレアさんによると、ニュージーラン

ドの子どものほうが自立しているようだ。

小さい頃から親とは別々の部屋で寝るし、

お弁当は自分で作り、家事の担当もある。

週に一回だから楽しい、というお弁当作

りだが、高校生になると毎日お弁当が必

要なことについて、「毎日のお弁当づくり

は大変だから高校生になったら自分で

作ってもらう」と笑う。　　

　人生のモットーは？と聞くと、「ポ

ジティブでいようと努めること」とア

ンドレアさん。「完璧な生活を送って

いる人はいない。一見完璧に見えても

その人の背景に何があるかはわからな

い。自分の身に起こることに感謝する

ことが大切」と語ってくれた。例えば

仕事が見つからなかったり、不採用に

なったりする時も、きっともっといい

仕事があるから今回は不採用だったん

だ、と思うようにするのだという。「言

うのは簡単でもやろうとすると難しい。

いつもポジティブではいられないけど、

ポジティブでいようと心がけること」

がアンドレアさんのモットーだ。

（文責：東聖菜）

＊ピースボート：1983 年に設立された

非営利の国際交流団体 (NGO)。

ESOT（エソット English School 
of Travelers）旅人の英会話

運 営： 株 式 会 社 ラ ン ダ ム ネ ス 
Randomness Inc.
代表取締役：市野 将行
住所：〒 450-0002 愛知県名古屋市
中村区名駅 3-18-11 新明ビル 3F
TEL：052-563-5046
E-mail：info@esot.jp
HP：http://www.esot.jp　

写真：ニュージーランドでのウェディング

写真：家族とともに

日本での生活について

人生のモットー

５たぶんか便り



多文化共生リソースセンター東海 

Report & event information

設立 5周年感謝祭
平成 26 年 1月 12 日（日）に名古屋 YWCAビックスペース
にて団体の設立 5周年感謝祭が開催され、100 名近くの方
にご来場いただきました。多くの皆さまとともにこの日を
迎えられ大変嬉しく思います。

１

２

３

スタッフ作成の DVD を上映し、5 年間の

歩みを振り返りました。　

　　 代表の土井佳彦

からの挨拶。これまで

の団体への協力の感謝

と、今後の抱負につい

てお話させていただき

ました。

お菓子・飲み物を交えて皆さんで交流会。

ボリビア出身のアレックスさんのギター

演奏をバックミュージックにして。

理事・監事からのメッセージ。団体設立

の経緯から、今後の団体への期待を語っ

ていただきました。

会場のみなさんの出会いの場となればと考え

“ たぶんかビンゴ ” を行いました。マス目に

は自己紹介をして知り合いになった方の名前

を書いていただきました。団体オリジナルの

景品をご用意し、好評をいただきました。

４

５
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5 周年感謝祭　皆さまからのメッセージ

特定非営利活動法人多文化共生リソースセンター東海 代表理事 土井佳彦 

特定非営利活動法人多文化共生リソースセンター東海 事務局長 河村槙子 

第一期多文化スクール　受講生募集中！！

東海地域の多文化共生分野で活動する講師陣から取り組みを学べるチャンス。外国人当事者の “ 生の声 ” を聞き、

これからの活動のヒントを学びませんか？

定員：20 名（先着順）　受講料：￥2,000/1 回　￥20,000/12 回
第 1 回 4 月 2 日（水）　国内外の多文化共生の現状と課題　　

第 2 回 4 月 9 日（水）　国別講座：ブラジル　　　　　　　第 8 回 5 月 10 日（土）テーマ別講座：外国につながる若者②

第 3 回 4 月 12 日（土）国別講座：中国　　　　　　　　　第 9 回 5 月 14 日（水）テーマ別講座：外国人パパ＆ママ

第 4 回 4 月 16 日（水）国別講座：韓国・朝鮮　　　　　　第 10 回 5 月 21 日（水）テーマ別講座：日本に暮らすムスリムの人々

第 5 回 4 月 23 日（水）テーマ別講座：難民　　　　　　　第 11 回 5 月 24 日（土）国別講座：フィリピン

第 6 回 4 月 26 日（土）国別講座：ペルー　　　　　　　　第 12 回 5 月 28 日（水）ふりかえりとまとめ

第 7 回 5 月 7 日（水）テーマ別講座：外国につながる若者①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※詳細は団体ブログに掲載しています。

参加された皆さまから温かい励ましのメッセージをいただきました。ありがとうございました。皆さまからの励ましを胸に、

今後も精いっぱい活動していきます。

 10 周年、20 周年・・
に向けてますます
輝きを増されるこ
とを祈っています。

50 周年まで
がんばろう！！

 東海発、全国発信
最高に盛り上げて
いきましょう！

 5 周年大変におめでとう
ございます。これからも
ワクワク、ドキドキする
ことを協力して行ってい
きましょう！

 ものすごく濃い 5 年だった

と思いますが、次の 5 年も
がんばってください。応援
していきます。

楽しい機会をありがとう
ございます。みんなが生
きやすい社会になる様に
みんなで頑張りましょう。

つなぐ、つながる人と人
との出会いの大切さを改
めて感じました。これか
らも期待しています。

 将来「多文化共生」という
言葉が聞こえなくなるくらい

「多文化共生」のある社会・
地域が実現できますように。

5 周年感謝祭を通じて当団体設立からこれまでの 5 年間を振り返り、本当に多くの皆さまと出会い、つながってくることが

できたのだと実感しました。5 周年を迎えることができたのは、皆さまの支えがあってこそです。本当にありがとうござい

ました。今後も多文化共生リソースセンター東海が皆さまにとって出会いの場であるとともに、中間支援組織として課題解

決の一助を担える団体であるように力を尽くしていきたいと思います。これからの 5 年間はこれまでの 5 年間よりさらに

飛躍が期待されていることと思います。これまで以上に皆さまとのつながりを大切に、一歩一歩着実に前進して参ります。

引き続き、ご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

直前のご連絡にもかかわらず、行政・企業・NPO 等、さまざまな立場の方が県内外より 100 名近くもご参加くださいました。

また多くの方からお祝いのメッセージを頂戴し、本当にありがとうございました。

　この機会を通じて、これまでの皆様の温かいご支援・ご指導にお礼を申し上げることができたことをうれしく思います。

そして、当団体とかかわりのある方々がつながり合う場になったことも、今後の多文化共生推進に役立ったように思います。

　無我夢中だった 5 年が終わり、今後は一歩一歩、着実に目指す社会像に近づくよう精進してまいります。次の 5 年間も、

どうぞよろしくお願いいたします。

７たぶんか便り



ベリーダンス

コサックダンス

よさこい

ケチャ

サルサ

Belly dance

Cossack dance

Yosakoi

Kecak

Salsa

トルコ エジプト

ウクライナ

日本

インドネシア

アメリカキューバ

　　サルサ大好き！ No salsa No life な

かおりんです。サルサは世界中で愛されて

いるダンス。世界各地、日本国内でも各地に

サルサバーがあって、夜な夜なサルサダンサー

が集まってきます。ダンスは言葉のいらない

コミュニケーションツール。どこに行っても

　ダンスを通じてその土地の人と仲良く

　　　　　　　　なれるのも魅力です！

世界の
ダンス

高知県の 「よさこい祭り」 に端を発し、 北海
道札幌市の 「YOSAKOI ソーラン祭り」 が火
付け役となり今や様々なアレンジが加えられ全
国で愛される国民的ネオ伝統舞踊。
「よさこい」 は夜さり来い（夜にいらっしゃい）
という言葉が変化したもの。 「鳴子」 と
呼ばれるカスタネットのような楽器を手
に持って踊る。

キューバのダンス音楽ソンを
ベースに、 ニューヨークで完
成したと言われている情熱
的なペアダンス。 様々な音
楽やダンスのエッセンスを取り
込んで成立していったことか
ら、 「サルサ＝いろいろな材
料を混ぜ込んだソース」 と
名付けられた。

腰に布を巻いただけの男性の集
団が円陣を組んで、 「チャッ！
チャッ！チャッ！」 と合唱する光景
は、 日本の CM などでも目にした
ことがあるだろう。 悪魔を鎮めるた
めの儀式に起源があるとされるバ
リ島の伝統舞踊。 「ラーマーヤナ」
の物語を題材とする舞踏劇として
のケチャは観光客にも人気。 ベリーとはお腹という意味。 お腹を小刻みに震わせる動

きが特徴的な、 イスラム文化圏にあって肌を露出する官
能的なダンス。 古くは女性礼賛、 子孫繁栄など、 女性
が女性のために踊り、 それをジプシーが伝承したという説
がある。 ウエストの引締めに効果抜群！と昨今日本でも
若い女性を中心に人気。

しゃがんで両足を交互に素早く
出す、 素人には尻もち必至の
ウクライナの舞踊。 起源はモン
ゴル人によって持ち込まれた東
洋武術であり、 体を鍛える曲
芸的テクニックへ、 そして舞踊
へと発展していった。
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世界の多文化事情
マレーシア＆シンガーポール 編

    ココナツミルクで炊い
たライスにピーナッツ、煮
干、ゆで卵をトッピングし
て辛目のソースを掛けて食
べます。朝食として定番で、
様々な民族に好まれる一品
です。

     シンガポールやマレーシアに居住している
インド系の方はタミール語を話す南インドの人が
多いです。インド系の料理は多種多様で、プレー
トにライスと様々なカレー味のおかずを載せて食
べます。そしてお肉のカレーはチキンが主体です。

シンガポールやマレーシアでは FOOD COURT やホーカーズ
センターと言われる食堂街が多く見られます。昔は屋台だっ
たのですが、建物の近代化や衛生上の観点から屋台は無く
なり庶民の食堂は建物の中に納まっています。そして、近
年は日本食やタイ料理などのインターナショナル料理も地
元の人に受け入れられています。まさに文化のるつぼを感
じるには絶好の場所だと思います。
皆さんも当地にお越しの際には
ぜひ、これらの料理を試してみてください。
( 寄稿：Ucho)

     漢字では肉骨茶と書かれ、クアラルンプー
ル近郊の港町ポートクランが発祥の地とされてい
ます。スープのタイプは様々ありますが、基本的
に豚肉のスペアリブ、にんにくそして香辛料で煮
込んだ料理です。この料理は中華系の人に好んで
食べられており、風邪に効くという滋養強壮にも
よい料理です。

皆さん、こんにちは！仕事の関係で当地に来て 2 年になりますが、元々大学で東南
アジアの地域社会学を勉強していたのでもう 20 年来の関わりになります。
元はマラヤ連邦で同じ国だったシンガポールとマレーシア。食文化が語る異文化に
ついて、日中はほぼ毎日気温 30℃を超えるシンガポールよりお届けします。

皆さんはシンガポール、マレーシアの商業、経済の中心クアラルンプールにお越しになったことはありますか？両国はここ 15 年来急
速な経済成長を遂げています。そしてシンガポールとマレーシアの共通点は公用語として 4 つの言語があることです。英語、マレーシ
ア語、標準中国語いわゆるマンダリン、そしてインド系の方が母語とするタミール語です。多言語社会だから、食文化も多様性があり
ます。中華料理、マレー料理、南インド料理などです。実は 1960 年代前半までマレーシア、ブルネイ、シンガポールは旧マラヤ連邦
で同じ国だったのですが、民族間の諸問題を解決するために各国は独立していったのです。もとは同じ国なので、調理の仕方や味付け
に地域差はあるものの、料理の名称は北はペナン島から南のシンガポールまで同じ名前を使っています。それでは写真とともに各料理
の特徴をお伝えします。

マレーシア料理 *
インド料理（南インド）

中華風料理

ナシレマ　nasi lemak
ミールス　meals

バクテー　bak kut teh

＊主にマレーシアとシンガポールで食さ

れている料理

１０ たぶんか便り
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  私は現在、 フィリピン人技能実習生＊に関わる仕事をしています。 実習生から日本の生活面で相談を受けるのですが、 特
に多いのがアパートの光熱費についてです。 「どうして日本は、 光熱費が高いのですか？」 と言われ、 請求書（電気 ・ 水道 ・
ガス）を見てみると、 一般的な日本人の支払いの２倍以上の金額が請求されています。 どうやったらこれだけの光熱費を使え
るのだろうか？その原因を調べていくと、 どうやらそこには、 日本とフィリピンの衣食住の違いが関係していることがわかりました。

日本の光熱費は高い！？　
　 ～とあるフィリピン人技能実習生＊のお話～  

　 　　南国育ちのフィリピン人は、日本の冬の寒さに慣れていないため、ヒーターが必需品となっています。 しかしながら、フィ
リピンでは半そでＴシャツという服装が一般的なので、 服を何枚も着込むという習慣がありません。 寒いなら服を着込めば
いいと日本人は考えますが、 フィリピン人は真っ先にヒーターを利用してしまいます。 また、 日本では寝る前に暖房器具を
消すのが一般的ですが、 フィリピン人は暖房器具をつけたまま寝るため、 冬の電気代は非常に高くなってしまいます。

　　　 日本では牛肉、 豚肉、 鶏肉と同等に食べられていますが、 フィリピンでは御祝い事に豚の丸焼きを食べるなど、 普段でも豚肉をよく食べます。 スライ
スされたものではなくブロックのものを好み、 日本人が好きな霜降りの牛肉スライスはほとんど食しません。 一般的な調理方法といえば、 小麦粉をつけて
油で揚げるというものですが、 日本人のように油を控えて短時間で調理することはなく、 魚も鶏肉も、 カリカリになるまで揚げます。 したがって、 調理時間
は長くなり、 ガス代金も高くなっていきます。

　　　 フィリピンは暑い国だと思われていますが、 実は夏季は日本の方が過酷だそうです。 フィリピンは、 日本のように湿度が高くなく乾燥しているため、 汗
をあまりかきません。 そのためなのか、 シャワーは朝浴びるのが一般的です。 しかしながら、 日本人のようにお湯を張ってお風呂に入ることがないので、 シャ
ワーを長時間使ってしまい、 水道代はさらに跳ね上がってしまいます。

以上、 日本とフィリピンの衣食住の違いを、 光熱費を例にあげて説明してきました。 私は実習生が、 異国の地日本で少しでも快適な暮らしが送れるよう、
日本語教育だけではなく生活面でも指導しております。 日本のルールを知ること、 そしてフィリピンとの違いを理解すること、 それこそが日本での快適な生活
を実現する一番の近道であると思います。（文責：近藤淳宗）

* 技能実習生：母国の経済発展を担う人材になるために、来日して　  
   日本の企業で技術や技能を学ぶ、開発途上国等から来た人々。

ニュースレター編集に参加してくれる仲間を募集していま
す。異文化体験がしたい、語学を生かしたい、文章を書く
のが好きな方など、お気軽にお問い合わせ下さい。

団体正会員　年会費　20,000 円　 個人正会員　年会費　5,000 円
賛助会員　　年会費　3,000 円　　寄付　　　　一口　　1,000 円
＊ご支援頂ける方は下記までご連絡下さい。

( 特活 ) 多文化共生リソースセンター東海
〒 460-0004  名古屋市中区新栄町 2-3 YWCA ビル 6 階
TEL：052-228-8235  FAX：052-228-8236　
E-mail: mrc-t@nifty.com  
blog: http://blog.canpan.info/mrc-t/

発行：( 特活）多文化共生リソースセンター東海
発行責任者：土井佳彦
編集スタッフ：河村槙子・松田薫・堀江結・田口智恵
　　　　　　　東聖菜・近藤淳宗

サポーター会員大募集！

衣

食

住

知らない世界
の話を聞くのは
やっぱり楽しい
です！

ニュースレターか
ら生まれて広がる
ご縁に感謝！

団体インタビュー
の経験は一生
の宝物です。

5 周年感謝祭で団体
とつながる人の多
さに改めて驚きま
した！

「世界ふれあい
踊り歩き」がし
たいです。

レイアウト、や
りたい放題で、
すみません。

多文化牧場 編集長

2014.4
VOL.11

まっき～

かおりん

ゆいっち

チエール

じゅんじゅん
ひがどん
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